
タイ中等教育向け教科書『あきこと友だち』の改訂
－コミュニケーション能力の向上を目指して－
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〔要 旨〕

『あきこと友だち』は、タイ中等教育向けに作成された初級教科書である。本稿では２０１７年出版予定
の改訂版について、その方針や改訂点、試用の結果などについて報告する。改訂版ではコミュニケーシ
ョン能力向上を目指すことを基本方針とし、「どんなばめん？」という課の目標場面を示し、ターゲッ
トの語彙や文型に気づかせる聴解練習を追加した。他には、何ができるようになったかを意識させるた
めに、目標を具体的な説明に書き換えたり、Can-doチェックを設けたりした。さらに、学習者が個人
やグループで推測や分析、調査などの考える練習を追加し、協働する機会を増やした。「どんなばめん？」
の試用結果では、学習者からは「頭を使う練習だから面白い」、「語彙・文法がわかった」、教師からは
「生徒の動機づけになる」、「使いやすい」、「導入の時間が節約できた」など肯定的な反応を得た。

１．はじめに
タイの学習者数は増加しており、国際交流基金の２０１２年度日本語教育機関調査によると、

１２９，６１６人に達している。その内、中等教育機関の学習者数は８８，３２５人と最も割合が多く、２００９

年の４２，４００人から２倍以上も増加している。タイ後期中等教育（日本の高校に相当）における

日本語教育は１９８１年に開始され、現在は、①週に５コマ～８コマ程度学習する「専攻コース」、

②週に１コマ～２コマ程度学習する「選択科目」、③テストは行わないものの単位として認定

される、週に１回程度学ぶ「日本語クラブ」の３つの形態で行われている。国際交流基金バン

コク日本文化センター（以下、JFBKK）では、２００４年に①の「専攻コース」の学習者を対象

とした初級日本語教材『あきこと友だち』（以下、『あきこ』）を、２０１１年に②の「選択科目」

や③の「日本語クラブ」の学習者を対象とした『こはるといっしょにひらがなわぁ～い』、２０１２

年、２０１３年に『こはるといっしょににほんごわぁ～い１、２』を出版している。

『あきこ』は現在でも、多くの「専攻コース」で使用されているが、出版から１０年以上経っ

たため、古くなった語彙や日本文化情報などの更新と、一部のわかりにくい文法説明や語彙、

練習問題などの書き換えを目的とした改訂をすることとなった。本稿では、２０１７年に出版予定
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の『あきこ』改訂版の作成において、どのような方針を持ち、どのように改訂したのか、課の

構成や内容、制作上工夫した点などを、試用の結果もふまえて報告する。

２．改訂前の『あきこと友だち』の概要
改訂前の『あきこ』（以下、『旧あきこ』）について概要を説明する。タイ中等教育では、１９８１

年に日本語が高校の正規科目と認定され、１９９８年には大学入試選択科目として採用されること

となった。その頃、日本語学習熱はますます高まっており、現場からはタイの高校生の学習目

的、地域性、世代などを考慮した教科書を求める声があがっていた。そこで、２０００年にタイ国

教育省と国際交流基金は、タイ人高校日本語教員６名、大学日本語教員４名、JFBKKタイ人

専任講師１名、国際交流基金日本語派遣専門家１名を執筆委員（１）としたタイ高校生用の日本語

教科書作成プロジェクトを開始、２００４年に６分冊（全３０課（２）、学習時間約５００時間）を出版し

た。『旧あきこ』は次の方針でシラバスが策定されている。

・コミュニカティブ・アプローチを取り入れ、コミュニケーションを重視した教室活動の

教科書とする。

・学習者にとって身近な話題を取り上げる。

・本冊に読解練習、聴解練習、活動等を多く取り上げる。

・学習者のニーズ（大学入試への対応等）に合わせて、文法等の到達目標を日本語能力試

験出題基準の３級（３）程度にする。

・学習時間週６コマで３年間使用する。 （ブッサバー他２００５：１５１）

タイ教育省は「仏歴２５４４年（西暦２００１年）基礎教育カリキュラム」の中で、外国語授業に必

要な要素として「（１）コミュニケーションのための言語、（２）言語と文化、（３）言語とほか

の科目との関連、（４）言語と地域社会や世界との関連」の４点をあげているが、『旧あきこ』

のコミュニケーション中心の考え方はこのカリキュラムに対応した内容になっている（ブッサ

バー他２００５：１４８）。そして、コミュニケーション能力向上のために、次の工夫が施されている。

①練習は、情報差、選択権、反応の要素をできる限り取り入れる、②学習目標を提示する、③

ミニ会話形式の練習を多く取り入れる、④質問と答えの一往復で終わるのではなく、切り出し

表現を加えたり応答の後にもう一言を添えたりする、⑤場面を設定し、単に教科書に出ている

キューを置き換えるだけでなく、学習者が自由に内容を考えて発話する練習を取り入れる。他

にも、タイの高校生が楽しく学べるように、ペアやグループで楽しみながら学習できるように

ビンゴやすごろく等ゲーム形式の練習を多く取り入れたり、「かいわ」ではタイの高校を舞台

とした日本人留学生とその友達とのストーリーとしたり、「ミニじょうほう」では日本の社会

や文化など異文化理解に関する情報をタイ語で示したり、文法解説では使用場面や状況に関す

る情報を例文とともにタイ語で説明するなどの工夫がされている。
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３．『あきこと友だち』改訂版
３．１ 改訂の経緯と基本方針

当初、改定は『旧あきこ』の「ウォークマン」「テープ」などの現在あまり使用されなくな

った語彙や日本文化情報などの更新と、一部のわかりにくい文法説明や語彙、練習問題などの

書き換えを目的として始まった。改訂作業は、『旧あきこ』の執筆委員３名（タイ人高校教員２

名、JFBKKタイ人専任講師１名）が文法や語彙、練習問題の改善点について話し合い、その

結果を JFBKKタイ人専任講師が反映させ、その上で、文法に関しては『旧あきこ』で文法を

執筆した大学教員１名に確認するという形で進めていた。改訂作業を進める中で、改訂点に付

随する箇所や本冊に対応したワークブックの修正も必要となり作業量が増えたため、JFBKK

の派遣専門家らも協力することになった。そして、新たに加わった派遣専門家らと共通理念を

持って作業を進めるため、『旧あきこ』の方針を見直し、改訂版の基本方針を定めることとした。

はじめに、『旧あきこ』出版後に実施されたアンケート結果（回答者１４０人）の見直しや、

『旧あきこ』を使用している高校教員と JFBKKの講師の意見を聞くなどをしたところ、「内

容が高校生に合う、レベルが適切でわかりやすい、話す練習が多い、自分のことについて言う

練習がある、タイ語の文法説明がある、生徒が興味のある日本事情がタイ語で書かれている」

という点が評価されていることがわかった。一方で、「内容と文法があわないものがある、課

の目標がどこで達成できたのかがよくわからない」といった問題点があがった。つまり、それ

ぞれの文法練習の中で生徒同士がやりとりをするというコミュニケーションの場は多く設けら

れているが、学習目標と練習との繋がりが見えにくいため、「文型の使い方を学習した」とい

う印象の方が強く残る課もあった。また、教師が文型の導入、定着練習後に使用することを想

定しているため、場面設定や必要な表現のインプットがほとんどない。こうしたフィードバッ

クを整理する中で、日本語の運用力を高めるために、学習目標を意識させる、目標と練習内容

を一致させる、練習の前に十分なインプットを与えるという改訂点も見えてきた。

また、『旧あきこ』出版後に施行された「仏歴２５５１年（西暦２００８年）基礎教育カリキュラム」

（以下、「２００８年教育カリキュラム」）では、社会のグローバル化への対応が意識されるように

なり、教育全体の目標の中で、学習者が身につける必要がある重要な能力として、①コミュニ

ケーション能力、②思考能力、③問題解決能力、④生活スキル応用能力、⑤技術応用能力の５

項目があげられている（国際交流基金日本語国際センター２０１５：１８）。それぞれ具体的な記述

もあり、「コミュニケーション能力」に関しては「自己及び社会の利益になる情報・経験を受

け取り・発信・表現する能力・問題解決・交渉能力・取捨選択する判断力・悪影響を受けない

ように配慮したコミュニケーションの方法の選択」（国際交流基金日本語国際センター２０１５：

１８）と記されている。このことから、現代のタイ中等教育において、「コミュニケーション能

力」とは単に場面に適した日本語を使う能力だけではなく、自分の考えや経験を伝えること、
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問題解決のために情報や知識の整理や分析をすること、相手と良好な関係を保つための配慮も

含まれていると言える。教室内においても、「選択権」「情報差」「反応」を取り入れた練習で

場面に合わせた言語知識の運用を目指すだけではなく、自分の意見や感想を表現する場や考え

る力を養う練習、協働を経験する機会を増やすことがコミュニケーション能力の向上のために

必要だと言えよう。こうした教育カリキュラムにあった内容にすることも意識した。

以上をふまえ、改訂版においても「コミュニケーション能力の向上」を基本方針とした上で、

「日本語の運用力を高める」「考える力を身に付ける」「協働する力を身に付ける」という３点

を意識し作成にあたることとした。考える力を身に付けるためには、学習者が自ら気づいたり、

発見したりする機会を設け、より考えを深めるために生徒同士でそれを伝え合う場を増やした

いと考えた。また、何を学習したのかをふりかえり、自分の学習を管理する項目も追加するこ

ととした。協働する力に関しては、『旧あきこ』でもペア練習やグループワークなどを想定し

た練習が多かったが、指示がなかったり、指示があっても手順が示されておらず、教室では協

働の機会が生かされていなかった。改訂版ではその指示を明示する、自分で考えてからペアや

グループで確認し合い、それをクラス全体で共有するという過程を示すなど協働の機会が十分

に設けられるようにした。各項目の改訂点を表１にまとめる。

表１ 『あきこ』改訂版におけるコミュニケーション能力と改訂点

コミュニケーション能力 改訂点

日本語の運用力を高める

・目標を意識化する

・音声インプットを追加する

・目標と練習を合致させる

考える力を身に付ける

・学習者が自ら気づき、考える練習を追加する

・学習者同士が考えや感情などを伝え合う場を増やす

・自分の学習を管理させる

協働する力を身に付ける
・ペア・グループワーク活動であることを明示する

・活動過程を具体的に示す

２００８年教育カリキュラムには「学習者中心」について次のような記述がある。「教育理念・

目標を達成するために、全ての者が自ら学ぶ能力を持ち、自らを高めることをめざして、学習

者を中心に据えたアプローチを強く推奨している」（国際交流基金日本語国際センター２０１５：

５０）。この記述は２００１年の教育カリキュラムにもあったものだが、「自ら学ぶ能力」をより高

めることも意識し、今回の改訂方針を定めた。
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３．２ 構成の改訂点

改訂版は各課で取り上げるトピック、文型や語彙、漢字や単語はできる限り変更を加えずに

行った。『あきこ』の構成変更点は表２の通りである。

表２ 『あきこ』の構成変更点（網掛けは改訂版で追加された項目）

表２からわかるように、新たに追加した項目は、「どんなばめん？」、「はなしてみましょ

う」、「かいてみましょう」、「まんがでまとめ」、「あきこ Can-doチェック」の５項目である。

そのうち、「どんなばめん？」と「あきこ Can-doチェック」はこれまでになかった新しい項

目である。「はなしてみましょう」は、「れんしゅう」に含まれていたものを、「かいてみま

しょう」は、「よんでみましょう」に含まれていたものを、応用練習として独立させた項目で

ある。また、これらの練習の有無は課によって異なっていたが、全課に設けた。「まんがでま

とめ」は改訂前の「かいわ」をまんがに書き換えたものである。教え方の手順は、『旧あきこ』

の教師用指導書では「１．表紙→《６．ことば→７．かんじ→５．ぶんぽう→３．れんしゅう》→４．応用

練習→２．かいわ→８．ミニじょうほう」という流れが推奨されていた。「３．れんしゅう」では、

各練習の前に、教師が語彙や文法、漢字を導入し、フラッシュカードを使った定着練習などを

行った後、教科書の練習で確認するという使い方が想定されていた。そのため、語彙や漢字、

文法の導入では、生徒は知識を得るだけの受身の状態となりやすかったと言える。改訂版では、

「１．表紙→２．どんなばめん？→３．れんしゅう→《７．ぶんぽう、８．ことば、９．かんじ（必要に応

じて確認）》→４．応用練習→５．まんがでまとめ→６．あきこ Can-doチェック→１０．ミニじょうほ
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う」のように使用する順に並べ替えた。「れんしゅう」では、教師が一から導入をせずに、教

科書の会話や表現を聞いたり、使ったりしながら慣れていくことを目指し、練習を修正した。

「ことば」においても、これまで１課分の新出語彙が品詞と五十音順で並べられていたのを、

教科書を使う中でわからない言葉が出てきたら、課末の「ことば（語彙表）」を見て、自分で確

認することを想定し、練習ごとに分け、五十音順に並べるレイアウトに変更した。「ぶんぽう」

も学習者自身で確認しやすいよう、文法項目の横に対応する練習番号をつけた。「かんじ」も

練習前に導入するのではなく、その日の授業の最後に、今日新しく出てきた漢字は何かと学習

者に問い、それを見つけさせてから、書き方や意味などの確認をするという使い方を想定し、

練習ごとに確認できるよう、提出順に並べ替えた。以上のように、学習者が自ら学ぶ環境作り

の一つとして、学習者が自分で調べやすい構成にし、また、教師にとっても使いやすいよう並

べ替えた。

次節では、改訂版で新たに追加した「表紙」「あきこ Can-do」と、一部内容の書き換えを行

った「表紙」「れんしゅう」「応用練習」について、方針に基づいた改訂点を説明する。

３．３ 各項目の改訂点

３．３．１ 「表紙」―目標の意識化―

「れんしゅう」の前に場面や文脈を理解することや、

それを自分と関連付けて考えることで、内容が推測しや

すくなり、また、学習の動機づけともなる。そうした状

態で「れんしゅう」へ進めば、理解が深まり、結果とし

て日本語のコミュニケーション能力の向上へと繋がると

考えた。『旧あきこ』の表紙には、トピックとそれに関

連するイラスト、キーセンテンス、学習目標が書かれて

いたが、改訂版では、ブレインストーミングの質問を追

加し、目標を「あきこ Can-do」に書き換えた。

「ブレインストーミングの質問」は、トピックやイラ

スト、ふきだしの形で示されたキーセンテンス内のわか

る語彙などから場面を推測させてから、目標となる場面や文脈について「自分ならどうするか」

「タイではどうか」といったことを生徒同士で話し合わせるために設けた。「学習目標」は、

『旧あきこ』においても、その課を学習するとできるようになることが示されていたが、記述

が大まかであった。そこで、JFBKKは『あきこと友だち Can-doハンドブック』（４）にて、CEFR

の Can-do Statementや JF Can-doに基づいて口頭での表現のやりとりの目標の記述を細かく示

した「あきこ Can-do」を紹介している（渋谷２０１３）。改訂版では、この「あきこ Can-do」を参

図１ 表紙
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考にし、どんな場面で誰が何をするのかが具体的にイメージできる目標に書き換え、名前も「あ

きこ Can-do」に変更した。例として、第６課「買い物」（図１）では、「よく買い物に行きま

すか。何を買いますか」という「自分ならどうするか」を考えさせるブレインストーミングの

質問を追加し、目標（あきこ Can-do）は「買い物および注文ができる」から「店やレストラ

ンなどで、品物の特徴や数を言ったり、値段を聞いて買い物したり注文したりすることができ

る」という具体的な記述に変更した。

３．３．２ 「どんなばめん？」―音声インプットの追加―

『旧あきこ』では、表紙と「れんしゅう」の間に「かいわ」が設けられていたが、「かいわ」

は、もともとその課で習った語彙や文型のまとめとして使用することを目的として作成された

長い会話文であったため、改訂版では応用練習の後に移動し、本来の目的である「まとめ」と

して使用することにした。そして、改訂版では「表紙」と「れんしゅう」の間に、理解可能な

音声インプットを十分に与えることを目的とした「どんなばめん？」という聴解練習を新たに

設けることとした。「どんなばめん？」作成にあたり、音声インプットを十分に与える練習、

国際交流基金『まるごと 日本とことばと文化』（以下、『まるごと』）の「聞きましょう」を

参考にした。『まるごと』の開発について報告している来嶋他（２０１４：１１９）は、「学習者が

教室で外国語を効果的に習得するためには、第二言語習得研究（以下、SLA）の知見を取り入

れた認知的アプローチによる指導が有効である」と言われていること、そして、「SLAが外

国語教育の実践に向けて示唆することは、アウトプット（言語の産出活動）のためにはインプ

ット（言語情報の受容）が必須であること、文脈や背景知識を使ってインプットの理解を促進

することが重要であること、アウトプットの機会もまた必須であることなどがある」と述べて

いる。そして、『まるごと』の活動編にある「聞きましょう」では、アウトプットする前に音

声インプットを十分に与えるための４つの会話を聞かせ、インプットに含まれる文法・文型・

表現などへの気づきと内容理解が促進できるように作成されている。『あきこ』改訂版でも、

これらの効果を期待し、「どんなばめん？」を作成した。学習者はアウトプットのモデル会話

（あきこ Can-doの実現形）にバリエーションをつけた、類似した談話構造の会話を４～６つ

聞き、写真やイラストなどの視覚情報で表されている文脈、答えの選択肢などを助けにして、

答えを予測、推測しながら情報を聞きとる。作成の際には、最終目標の場面だけではなく、「れ

んしゅう」の導入の役割も担えるよう、「れんしゅう１」との繋がりも考え作成した。

例として、第６課「買い物」の「どんなばめん？」（図２）の進め方を説明する。まず、①

で②の会話の聞きとりのターゲットとなる言葉（物の名前と値段）を CDで聞きながら、絵を

指す（音声は aから順に流れる。ターゲット語彙が既習語である課は、①を省略している）。

その後、②の物や値段について話し合う会話を聞き、あきことナッターが何について話してい
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るのかを聞きとる。この段階では、学習者は１～１０までの数字は既習であるが、１１以上の数や

「いくらですか」という表現などは未習である。しかし、ターゲットの語彙が聞きとれれば、

答えを導き出すことができる。そして、「買い物をしている」という状況を理解した上で、「い

くらですか」「～バーツです」という決まったパターンの会話を繰り返し聞かせ、買い物で値

段を聞いたり言ったりするときにどんな表現を使うかということに学習者が自ら気づけるよう

に作成した。このように、実際の聴解過程と同じように、わからないことを含む会話からわか

ることを聞きとったり、文脈などから文型や語彙の意味を推測したりすれば、学習者が未習の

文型や語彙に関心を持つとともに、その後の「れんしゅう」において、各練習がどう運用へ繋

がるのかを意識しながら取り組むことができる。そうして意識しながら取り組めば、同じ練習

であっても、学習者の動機は高まり、定着率も向上すると考えた。さらに、「どんなばめん？」

は、後に続く「れんしゅう」の導入の役割も担っているため、『旧あきこ』のように「れんし

ゅう」に入る前に、教師主導で導入、定着練習をする必要はない。それは結果として、言われ

たことを覚えなければならないという受け身の学習から、学習者が自ら気づき、もっと知りた

い、勉強したいという自ら学ぶ学習へと変わるきっかけにもなるだろう。

３．３．３ 「れんしゅう」―考える力の育成―

改訂版では学習者の考える力が身につくような練習を追加した。新たに追加した練習パター

ンは、「ことばのインプット」と「動詞活用ルールの発見」の練習である。それぞれの練習の

図２ どんなばめん？（第６課「買い物」）
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特徴について述べる。

（１）ことばのインプット

前述した通り、改訂版の「れんしゅう」では「ことば」のページは必要があれば見て確認す

ることを想定しているが、存在文とともに使う教室内の物や場所の言い方、時間、月日、職業

など、ある表現を使うのに必要な新出語彙が多い課は「ことばのインプット」となる練習を追

加した。例えば、『旧あきこ』では、第３課「学校

の一日」の「れんしゅう１」は、図４のような「い

ま、なんじですか」「１じです」という会話文に、

時計の時間を見て当てはめて言う代入練習であった。

その前に時計の読み方の全体像がわかる練習がなか

ったため、教師による導入、定着練習が必要であっ

た。改訂版では、その前に、図３の「ことばのイン

プット」練習を追加した。図３の①は、デジタル時

計の下にある「いちじ」「にじ」という読み方が一

部穴埋めになって示されており、CDを聞く前に既

習の数字の読み方や提示されている時間の読み方か

ら、穴埋めになっている時間の言い方を推測する。

その後、提示されている時間も含めて、CDで時間

の言い方を聞きとり確認する。②の「分」の言い方

は５分単位で示しており（５）、「ふん」というか「ぷ

ん」というかを聞きとった後、「ふん」と「ぷん」

の使い分けを考える練習にした。ここで全てを暗記

する必要はなく、次の図４の練習２では、必要に応

じて図３の「れんしゅう１」を見ながら取り組むこ

とを想定している。「れんしゅう」は、暗記してい

るかどうか確認するものではなく、使いながら慣れ

る機会を提供するものとして位置付け、推測したり、分析したりしながら進めるものにした。

（２）動詞活用ルールの発見

「て形」や「可能形」のような動詞の活用について、『旧あきこ』の教師用指導書では動詞

の活用形のルールを教師が導入し、覚えさせてから、覚えたかどうかの確認として、教科書の

「れんしゅう」を行うことが推奨されていた。改訂版では、学習者が既にある情報をもとに、

推測しながら表を埋め、その後でクラスメイトと話し合い、どんな活用ルールがあるかを自分

たちで考えられるような練習を加えた。例えば、図５の第１０課「教室」の「れんしゅう１」に

図３ 改訂版れんしゅう１「ことばの
インプット」（第３課「学校の一日」）

図４ 改訂版れんしゅう２（旧れんし
ゅう１）（第３課「学校の一日」）
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ある「て形の活用」では、表の左側が動詞の普通形で、

その隣の列に動詞のて形が書かれている。穴埋めにな

っている部分は、学習者が何が入るかを考え、上の

から選んで入れる。表が埋まったら、どういう

ルールがあるかを学習者同士で話し合いながら考える

という練習である。こうすることで、学習者同士で協

力し合いながら、推測、分析、整理することとなる。

受け身ではなく、自ら学ぼうとする力を育てることも

目指し、こうした練習を追加した。

３．３．４ 「れんしゅう」「応用練習」―目標と練習の合致―

『旧あきこ』では、「れんしゅう」の中に「目的」や「情報差」「選択権」「反応」といった

コミュニケーション要素が含まれる練習があった。しかし、「れんしゅう」の中には基本練習

と応用練習が混ざっていたり、文型ごとに独立した練習になっていたりする場合もあり、課の

目標との繋がりや、どの時点で目標が達成できたのかが認識しにくい課もあった。そこで、改

訂版では、目標場面で設定された口頭練習は「れんしゅう」から取り出し、新たに設けた「は

なしてみましょう」という応用練習へ移動することにした。「れんしゅう」に残った語彙や文

型の代入練習や変換練習などは、目標場面に合う語彙に変更したり、設定を加えたり、イラス

トを増やしイメージしやすくするなど、目標達成のためのステップとなるよう修正した。さら

に、「れんしゅう」でしたことが「はなしてみましょう」に繋がるように、必要があれば「れ

んしゅう」にパターン会話や会話のフローチャートの形を示した代入練習を追加したり、一部

修正したりするなどし、応用練習への足掛かりとなる練習を追加した。

３．３．５ 「応用練習」―活動過程の具体化―

『旧あきこ』の応用練習は「どっかい」と「ちょうかい」だけであったが、改訂版では４技

能それぞれの項目を設けることとした（６）。その中の「はなしてみましょう」は、「あきこ Can-

do」が達成できたかどうかのチェックに繋がるタスクとした。練習パターンは「ロールプレイ」

「インタビュー」「発表」などがある。「発表」などの練習は、『旧あきこ』では「グループ

で調べて発表しましょう」というような指示と、例となる文章が書かれていただけであったが、

改訂版では話し合う過程も重視し、「調べたことを話し合う→そこから面白いものを一つ選ぶ

→それについて、質問し合い内容を深める→話し合った内容を表にまとめる→他のグループに

発表する」というように、手順を細かく示した。「どっかい」に含まれていた「書く」練習は、

「かいてみましょう」という項目を追加し、移動することとした。書く練習がなかった課は、

図５ れんしゅう１「て形の活用ルー
ル発見」（第１０課「教室」）
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新たに作成した。読解文が自分の身の周りについての説明文、日記、手紙などの場合は、読解

文を例として自分について書く練習を設け、読解文を例とするだけでは書くのが難しい場合は、

書く内容を考える質問や、考えをまとめる表を追加したりするなど手順を示した。物語文の場

合は、読解とは関連付けずに課の目標に合わせて新たにタスクを作成し、自分のことを文章で

表現できるようにした。

３．３．６ 「あきこCan-do チェック」―学習の管理―

自分の学習を客観的に見て、何ができて、何ができていな

いのかを評価することも、大事な考える力の一つである。『旧

あきこ』では、「学習目標」はあるものの、それを達成したか

どうかをふりかえる機会がなかった。そこで、改訂版では、

応用練習の後に、「あきこ Can-doチェック」という項目を作

り、表紙で確認した Can-doができたかどうかを自己評価す

るページを設けた。さらに、その下に「できたこと」「まだで

きていないこと」を記述する欄も設け、自分の学習をふりか

えり、客観的に見て評価し、管理する力を育めるようにした。

３．３．７ 「ミニじょうほう」―グループ活動の指示の明示―

『旧あきこ』の「ミニじょうほう」では、タイ語で書かれた日本の社会や文化についての文

章のみか、それに加え、文章に関連する質問が記載されていた。例えば、第２１課「待ち合わせ」

では、渋谷駅前の有名な待ち合わせ場所である「ハチ公」の話と、どこで待ち合わせをする人

が多いかや、携帯電話が普及した現代の待ち合わせ事情などがタイ語で書かれている。その下

に、質問として、「あなたは友だちとよくどこで待ち合わせますか」「あなたは約束時間の前

に行きますか、約束の時間の後に行きますか。その理由は何ですか」といった学習者自身のこ

とやタイやタイ人についての質問（タイ語）が続いている。しかしながら、質問があっても学

習者同士での話し合いの場は作られずに、一人の学習者に答えさせるだけになっていたり、自

分自身や自分の国の事をふりかえる質問がついていない課があったりした。そこで、改訂版で

は、日本の文化や社会に対する理解、タイの文化や社会に対する理解、またクラスメイトや自

分自身に対する理解を深めるために、質問がないものには質問を設け、質問の前に「１．グル

ープになって次のことについて、自分のグループの人と話し合ってください」と、質問の後に

「２．それからグループの意見をまとめて他のグループに発表してください」という指示を入

れ、グループ内で一人一人が意見を言い、自分の考えとグループで出た考えを整理してから、

他のグループに対して発表をし、他のグループの意見を聞く場ができるように修正した。

図６ あきこCan-do チェック
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４．改訂版の試用の概要と結果
１課分の試用前に、改訂版で新たに追加した「どんなばめん？」が学習者と教師にどう受け

入れられるか、難易度は適切かなどの反応を見るため、２０１６年５月～７月に『旧あきこ』を使

用しているタイの高校７校１６クラスで試用を行った。本節では、この「どんなばめん？」の試

用結果を報告する（７）。課は各学校の進度に合わせて選び、第１１課（トピック：教室）を２クラ

ス、第１２課（交通）を３クラス、第１４課（友だち）を５クラス、第１９課（お正月のパーティー）

を１クラス、第２３課（学校の規則）を２クラス、第２４課（社会問題）を３クラスで実施した。

通常授業を担当しているタイ人高校教師が『旧あきこ』の「れんしゅう」の前に行った。

４．１ 学習者の反応

授業を受けた高校生に対し自由記述（タイ語）のアンケートを実施し、４３１名から回収した。

アンケートでは「１．何に気が付きましたか。または、この練習をやって何を学びましたか。

２．この練習はどうでしたか」という２つの質問をし、それに対する回答を得た。回答の中か

ら、何について言及しているかという視点で項目に分け、１文の中に複数の視点が混ざってい

るものは、複数の項目に入れ、カウントした。記述の多かった上位６項目を表３に示す。

表３ 「どんなばめん？」試用アンケート結果

質問１で最も多かったのは、「１．聴解の練習になる（３１８人）」であった。質問２でも、４４人

が同様に回答している。通常の聴解練習との違いは感じており、「いつも全部勉強してから、

聴解練習をしていたので、全部わからないといけないと思っていたが、全部わからなくても聞

きとれることがわかった」「「どんなばめん？」は未習の表現が含まれた会話を聞くので、聞き

とれないと思ったが、会話のキーワードが聞きとれたら、会話の意味がだいたいわかることを

学んだ」のように、「勉強していないと聞きとれない」という思い込みが解消され、「全部わ

からなくても聞きとれる」ことへの気づきがみられた。また、「キーワードがわかれば聞きと
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れる」という聞き方のストラテジーを学んでいることもわかった。「私は聞くことが苦手だが、

この練習をやってみてできた。あまり難しくなかった」、「日本語が上手じゃない人でも、聞

き取れそうだと思う」、「日本語を聞くことは思ったほど難しくないということに気づいた」

のように、聴解が苦手な学習者も聞きとれたこともわかった。

質問１の２位「語彙や文型、表現がわかる（２３８人、約５５％）、３位「内容、場面がわかる（６７

人、約１５％）の記述には、「「てください」の表現がわかる」「命令の表現がわかったから、と

ても面白かった」のように、その課の学習項目である語彙や文型、機能に気づいたことを示す

ものが多かった。教師からの導入がなくとも、理解可能であることが推察される。

質問２の１位「いい練習（１１１人、約２６％）」の記述には、「楽しくて勉強したくなった」「面

白い」「こういう練習からスタートするのはよかった。学びやすくなったからだ」と練習を好

意的に捉えた記述や、「頭を使う練習だから、面白かった」「習ったことがないものがあり、

たくさん頭を使ったので、とても好きだ」「チャレンジになる」のように、「暗記」ではなく

「考える」という頭の使い方をすることに面白さを感じていることがわかる記述もあった。ま

た、「あきない。このような練習をやって言葉がよく覚えられるようになった。」という回答

もあり、「気づくことができた！」「わかった！」のような自ら学ぶことによりもたらされる

喜びは、学習の動機づけだけではなく、学習の促進にも繋がることが窺える。

語彙や表現の気づきだけでなく、質問１には「発音が聞ける、わかる（２４人、約３％）」とい

う回答も見られた。具体的な記述の中には、「聞く練習にもなるし、言葉の勉強にもなる。い

ろいろな勉強になるから、自然な発音も勉強になる」というように、発音の勉強になる、発音

がわかるといった回答も見られた。さらには、「話す練習になる」「コミュニケ―ションに応

用できる」など、アウトプットを意識する回答も見られた。場面や文脈を理解した状態で聴解

を聞くこと、同じパターンの会話を聞き、耳を慣らすことで発音や発話への関心も高まった様

子が窺える。CDを聞きながら、自然とリピートをしだす生徒もいたと聞いている。

しかしながら、難易度に関しては、「簡単」「難しい」の両方の意見があり、質問１と２の

それぞれの数を合わせると、「簡単」が全体の約１５％、「難しい」が約１０％であった。「簡単」

とする回答には、「簡単でいい」というものから、「答えが簡単に予想できる」「もっと難し

くしてほしい」といったコメントまであった。一方で、「難しい」とする回答には、「集中す

れば簡単になる」というものから「頭のいい人には簡単だが、それ以外の人にはまだ難しい」

「聞きとれない」といったコメントがあがっている。同じ課においても両方のコメントが見ら

れるため、課により難易度の差があるわけではないと思われる。「語彙の説明がない」「勉強し

た後にしたほうがいい」のような語彙や文型を学習後に行う聴解練習を意識していると思われ

る回答もあった。タイの高校生にとって新しいタイプの聴解練習であったことが、難しいと感

じた要因の一つかと思われるので、手順を分かりやすく示すようにしたい。また、イラストが
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わかりにくいというコメントもあった。イラストがわかりやすくなれば、「難しい」と感じる

学習者の数も減る可能性があるので、よりわかりやすいイラストとなるよう検討したい。

４．２ 教師の反応

試用終了後に、試用を行った教師７名にインタビューを実施し、「生徒の反応はどうだった

か、「どんなばめん？」の練習はどうだったか」を尋ねた。結果は表４の通りである。

表４ 「どんなばめん？」を試用した教師へのインタビュー結果

１．生徒の反応はどうだったか。 ２．「どんなばめん？」はどうだったか。
教師Ａ 生徒のやる気が湧いてきた。生徒はチ

ャレンジを感じているようだ。
導入の時間が節約できてとてもよかった。他の練習
（文型練習）にも繋がっているから、導入として利
用した。役に立つと思う。

教師Ｂ あまり日本語ができない人とまあまあ
できる人は楽しく練習問題をやった。
塾で習っている人は全部わかったため、
あまり熱心に聞いてくれなかった。

もう少し難しくしてはどうか。わかりにくい絵もあ
る。
今まで先生からの説明が多かったが、この「どんな
ばめん？」を使って説明が要らなくなった。生徒は
自分たちで推測ができたからだ。

教師Ｃ 動機づけになる。日本語があまり上手
ではない生徒でもこの練習問題ができ
る。塾で習った生徒（よくできる人）
の興味も引くこともできる。

普段は語彙と漢字を使って導入していたが、初めて
「どんなばめん？」を使って導入した。生徒の動機
づけになるからいいと思う。使った後、言葉や文型
の使い方について生徒から質問がたくさんあった。

教師Ｄ 動機づけになった。練習問題ができて
喜んでいた。絵がわかりにくいから、
絵についての文句が多かった。

使いやすかった。量がちょうどいいから、時間がか
からなかった。生徒がこれから何について勉強する
かわかったから、いい導入だと思う。

教師Ｅ 動機づけになる。新しい表現や語彙に
興味がある。未習の語彙や表現に非常
に関心を持ちたくさん質問をした。

面白い。導入として使える。課の学習目標に合うも
のだから、非常に教えやすくなった。「れんしゅう」
にもつながっているから、使いやすい。

教師Ｆ 前より積極的になった。学習項目に関
心があった。

面白い。この練習は生徒の学習モチベーションを作
れる練習だと思う。いつも興味を持って聞いている。
今まで文法や語彙を全部終わらせてから、聞く練習
をさせていたが、生徒はいつも緊張してあまりでき
なかった。しかし、文法や語彙を学習前に練習を聞
かせたら、生徒は聞く力が伸びたようだ。応用練習
の聴解をやっているときに緊張しなくなったようだ。

教師Ｇ よくできるクラスと普通のクラスで試
用した。よくできるクラスの生徒にと
って簡単すぎるかもしれない。普通の
クラスの生徒にとってちょうどいい。
全体的に生徒はこの練習が好きなよう
だ。聞き取れて喜んでおり、楽しくや
っている。

いい導入だと思う。この練習を聞いてこれから何を
勉強するか生徒はわかるからだ。それから、生徒は
聞き取れて満足したようだから、学習への動機づけ
にもなると思う。

上記の結果から、「動機づけになる」「未習の語彙や表現に非常に関心を持ち、たくさん質

問をした」のように、学習者のモチベーションがあがった様子や、積極的に学ぶ姿勢が見られ

たことが報告された。また、「導入として使える」「使いやすい」「時間がかからなかった」の

国際交流基金日本語教育紀要 第１３号（２０１７年）

－１１４－



ように、教師としても教えやすくなったことが窺えた。

第２３課「学校の規則」の学習文型は「～なければならない」「～てはいけません」であるが、

教師 Eは「これらの文型は従来の授業でパターンプラクティスを使い何度も練習させても、

なかなか口が回らない生徒が多いので、未習の段階で聞き取ることはできないだろう」と思っ

ていたという。しかし、実際に第２３課の「どんなばめん？」をやってみると、聞き終わった後

に、生徒から「『～なければなりません』はどういう意味ですか」と質問され、一度も発話練習

をしていないのに、詰まらずに「なければなりません」と発話できたことに驚いたとともに、

自分が「未習の語や文型があったら聞き取れない」と思い込んでいたことに気づき、「未習の

語でも聞き取ることができる」と認識を改めたと述べていた。このように学習者の反応は、教

師の認識にも変化をもたらしたことがわかった。

５．まとめと今後の課題
以上、『あきこ』の改訂版の方針と改定内容、「どんなばめん？」の試用結果について報告した。

現在のタイの中等教育のカリキュラムを見直し、コミュニケーション能力の向上を目指して改

訂した同教材であるが、試用の結果から、学習者に日本語学習への関心を持たせ、自ら考え、

学ぶ力をつけさせることができる可能性が見えた。また、教師にとっては学習者に何でも与え

るのではなく、学習者を信じて待つこと、そうすれば学習者が自ら学ぶことができること、ま

た、それが学習の動機づけに繋がることを考えるきっかけになったようであった。教科書が変

わることで、これまで以上に学習者が積極的に日本語の授業に関わり、日本語や日本文化に興

味を持ち、タイのことや自分自身のことを見つめ直し、自分の考えを伝える自信、相手の意見

を受け入れる柔軟性が身につくことを期待する。JFBKKでは、現在１課分を通した試用も実

施している。試用を終えたあるタイ人高校教師からは「前のバージョンより非常に使いやすく

なった」「生徒はとてもおもしろそうに勉強していた。テキストの練習も分かりやすくなった

ので、授業がスムーズに進められた」というコメントがあった。しかしながら、その教師の試

用を見学した JFBKKの講師から「Q&Aの練習だったが、ペアワークではなく、クラス全体

のコーラスになっていた」「教師が言ったタイ語を生徒が日本語に翻訳していると感じる練習

のさせ方だった」など教師が目的を意識していない教え方をしていたため、教科書のよさが生

かされていない授業が観察されたとの報告があった。このように１課分を通した試用の結果か

ら、教科書の方針や各練習の目的をどう伝えていくかという課題が見えた。これらの課題は今

後作成予定の教師用指導書や出版後の教科書セミナーにおける指導や説明に生かしていきたい。
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〔注〕
（１）教科書作成プロジェクトには他に、国際交流基金日本語国際センター専任講師１名と JFBKK主任講師
１名がアドバイザーとして、聖心女子大学の佐久間勝彦教授が監修者として加わっていた。

（２）『旧あきこ』では第１課が「ひらがな、カタカナ」であったが、２０１１年に『こはるといっしょにひらが
なわぁ～い』、２０１４年に『カタカナスースー』という文字学習用の教科書が JFBKKより出版されたため、
改訂版では「ひらがな、カタカナ」の課は削除し、『旧あきこ』の第２課を第１課とし、全２９課の構成
にした。本稿で示した課は、改訂版の課で統一した。

（３）旧日本語能力試験３級。
（４）JFBKKが作成した『あきこと友だち』を使ってどのように授業を進めれば Can-do達成につながるか、
また評価できるかといったアイディアや提案を集めた参考書である。

（５）第３課の文法説明には１分単位での説明があるが、「れんしゅう」では５分単位のものしか扱っていな
いため、「ことばのインプット」でも、５分単位の読み方に絞って扱った。

（６）応用練習にかかる時間は「はなしてみましょう」「よんでみましょう」「きいてみましょう」は『旧あき
こ』と同様、１コマ（５０分）を想定している。「かいてみましょう」は基本的に宿題とすることを想定
している。

（７）１課分を通した試用は２０１６年７月に開始したが、執筆時点では結果が出ていなかったため、本稿では「ど
んなばめん？」の試用結果のみを示した。
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